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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用では、補助費等の割合が高く、主な内訳は保険給付費及び国民健康保険事業費納付金である。補助費等の増加は保険
給付費の増によるものである。その他行政費用は一般会計繰出金である。
○行政収入では、行政費用の補助費等の内、保険給付費の増に伴い都支出金（普通交付金）は増となっている。その他行政収入
は一般会計繰入金等であり、6年度に比べて増加している。
〇貸借対照表に記載されている、その他の固定資産については、金銭登録機等に関わるものである。

資産の部合計 ▲ 683,584 ▲ 437,868 245,716 負債及び正味財産の部合計 ▲ 683,584 ▲ 437,868 245,716
その他の固定資産 1,533 1,226 ▲ 307 ▲ 945,363 ▲ 771,032 174,331

▲ 945,363 ▲ 771,032 174,331建設仮勘定 0 0 0 正味財産
71,385無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 261,779 333,164

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0 0
136,144 190,948 54,804工作物等 0 0 0 退職給与引当金

0建物減価償却累計額 0 0 0 特別区債 0 0
建物 0 0 0 固定負債 136,144 190,948
土地 0 0 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 18,891 21,288 2,397
0

54,804固
定
資
産

有形固定資産 0 0 0
0その他の流動資産 ▲ 1,168,504 ▲ 970,672 197,832 特別区債 0 0

不納欠損引当金 ▲ 161,320 ▲ 133,575 27,745 還付未済金 106,744 120,928 14,184

流

動

資

産

収入未済 644,707 665,153 20,446 流動負債 125,635 142,216 16,581
7年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) ▲ 14,456 2,259 16,715 当期収支差額(e)+(h) ▲ 356,439 ▲ 339,774 16,665

750 8,062 7,312特別費用(g) 15,206 5,803 ▲ 9,403 特別収入(f)
▲ 50行政費用合計(b) 27,593,315 27,913,917 320,602 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 341,983 ▲ 342,033

その他行政費用 63,602 78,475 14,873 金融収支差額(d) 24 461 437
▲ 342,007 ▲ 342,494 ▲ 487賞与・退職給与引当金繰入額 33,132 96,445 63,313 行政収支差額(a)-(b)=(c)

320,115不納欠損・貸倒引当金繰入額 117,564 70,281 ▲ 47,283 行政収入合計(a) 27,251,308
減価償却費 0 307 307 その他 5,279,195
補助費等 26,332,626 26,536,093 203,467 使用料及び手数料 0 0
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 0 0 0 都支出金 13,583,844 13,604,273 20,429
物件費 620,171 666,040 45,869 国庫支出金 75,558 65,471 ▲ 10,087行

政
収
入

地方税等 8,312,711 8,303,037 ▲ 9,674

0
5,598,642 319,447

27,571,423

行
政
費
用

給与関係費 426,220 466,276 40,056
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度 7年度 差額

- 総費用額÷平均被保険者数
国民健康保険被保険者一人当り医
療費（円）

377,261 356,956 366,547 366,547

ジェネリック差額通知・削減効果
額（千円）

1,383,015 1,421,836 1,453,350 1,492,836 1,654,657 想定薬剤費－実費薬剤費

ジェネリック医薬品普及率（％）
※7年度は見込み

78.1 85.8 87.5 87.5 80.0
後発薬剤総量÷(後発薬剤のある先発薬剤
の数量＋後発薬剤の数量)

51.0
見込み及び目標値は第4期実施計画の目標
値

特定健康診査受診率（％）
※7年度は見込み

43.2 42.9 40.2 51.0

5年度 6年度 7年度
8年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

医療の充実度 3.50 3.53 3.56
お住まいの地域に、安心してかかることができる医療機関（病院や薬局など）が充実して

いると感じますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
5年度 6年度 7年度

政策 01 生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現

　区民が安心して医療を受けられるよう、保険・医療制度の的確な運営に努めるとともに、糖尿病をはじめ生
活習慣病の予防や重症化の遅延など、医療費の適正化を推進する。

関連部課名 健康部健康推進課

行政評価
事業体系

分野 Ⅰ 生涯健康都市

課長名 中西 内線 2370

施策分析シート（令和8年度）

施策名
健康を支える保険・医療体制の適正
な運営

施策No 01-04
部課名 福祉部国保年金課



No2

重点的に推進 重点的に推進
　区民の健康の保持・増進の基盤である保険・医療制度を安定的に運営して
いくための取組を積極的に展開していく。

今
後
の
方
向
性

○レセプトや特定健診結果等の医療健康情報分析により、特定健診や医療機関の受診・保健指導等が必要な加
入者を抽出し、特性に応じた効果的な受診勧奨等を行うことで、生活習慣病の早期発見・重症化予防を図る。
○健康づくり活動などへの参加に対するインセンティブの提供や、アプローチ方法の工夫などにより、健康問
題に関心の薄い層が、健康づくりへの取り組みを始められるよう努める。
○ジェネリック医薬品の安全性に関する情報提供や、受診行動の適正化に関する普及啓発を通じて、医療費の
適正化を図る。
○地域の健康課題である「生活習慣病」を対象に、健康リスクのある者を抽出し受診勧奨を行うハイリスクア
プローチと、通いの場での健康相談等を行うポピュレーションアプローチ双方の取組を通じて、高齢者の保健
事業と介護予防の一体的実施事業の更なる充実を図る。

施策の分類
分類についての説明・意見等

8年度 9年度

現
状

○国民健康保険および後期高齢者医療保険における加入者１人当たりの医療費は、少子高齢化や医療の高度化
により、増加している。
○特に、生活習慣病には多額の医療費がかかっている。そこで、生活習慣病の早期発見や予防のため、特定健
診や特定保健指導等を実施しているが、受診率は横ばいにとどまっている。
○国民健康保険及び後期高齢者医療制度加入者共に、ジェネリック医薬品の普及率は上昇傾向にあるものの、
薬を変更することへの不安感等により変更を躊躇する者も存在する。

課
題

○生活習慣病は、生活習慣の改善により予防が可能な疾病だが、発症初期には自覚症状がないため、早期発見
や適切な医療機関受診に結び付かないケースがある。
○健康状態や健康問題に対する関心の薄い層へ効果的なアプローチを行うことで、特定健診や健康づくり活動
への参加を更に促進する必要がある。
○自己負担額の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品や適正受診等、医療に関連する知識を
分かりやすく加入者に提供していく必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性



重点的
に推進

　医療費の適正化が保険者に強
く求められているため、重点的
に推進する。

継続 継続
　被保険者へ適正な保険給付を
行っていくため、継続して実施
する。

医療費適正化対策事業 08-06-11 33,596 37,511 25,882 27,804
重点的
に推進

給付事務費 08-06-10 19,520 24,465 6,258 9,120

　健康部との連携を強化し、荒
川区特定健康診査等実施計画
（第4期）に掲げた目標に向け
取り組むため、重点的に推進す
る。

賦課事務費 08-06-08 128,395 161,365 44,520 45,028 推進 推進

　資格賦課事務は国保全ての基
礎となる業務であり、厳格かつ
適正な執行が求められる事業で
あるため、推進する。

推進
　被保険者の健康増進事業であ
るため、推進する。

特定健診・特定保健指導事業 08-06-07 189,925 179,970 186,031 175,010
重点的
に推進

重点的
に推進

継続 継続
　被保険者の健康の保持増進の
ために必要な事業であるため、
継続して実施する。

脳ドック受診助成事業 08-06-06 6,965 8,101 3,806 4,520 推進

保健事業費 08-06-05 26,544 29,524 22,430 24,381

　法定事業であるため、継続し
て実施する。

国民健康保険事業特別会計の
拠出金及び納付金、その他諸
支出金

08-06-04 8,120,128 7,851,369 8,006,153 7,781,564 継続 継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

推進
　広報内容を充実し、効果的な
周知等に重要な事業であるた
め、推進する。

国民健康保険団体連合会負担
金支出事務

08-06-03 5,090 5,201 4,282 4,282 継続 継続

推進 推進
　法定事務であり、引き続き幅
広い意見を聴く必要があるた
め、推進する。

趣旨普及費 08-06-02 1,991 2,111 816 641 推進

国民健康保険運営協議会事務 08-06-01 1,237 2,001 136 163

分類についての説明・意見等

6年度 7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類



重点的
に推進

重点的
に推進

　国民健康保険の財政運営に係
る重要な事業であるため、重点
的に推進する。

収納率向上対策事業 08-06-21 158,126 167,044 108,907 112,187

　被保険者の健康の保持増進の
ために必要な事業である。

収納管理費 08-06-20 50,648 63,551 30,876 36,446 推進 推進
　国民健康保険の財政運営に係
る重要な事業であるため、推進
する。

休止・
完了

国の緊急的・特例的な措置とし
て財政支援が終了し、適用期間
の終期は令和５年５月７日であ
る。申請期間の時効が２年のた
め、令和７年度をもって終了を
する事業である。

高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施事業費

08-06-19 10,275 11,671 5,132 6,544 推進 推進

継続 継続
　都単独補助事業であるため、
継続して実施する。

傷病手当金 08-06-18 367 0 0 0
休止・
完了

結核・精神医療給付金 08-06-17 22,411 24,240 20,942 21,026

　法定事業であるため、継続し
て実施する。

葬祭費 08-06-16 16,747 15,789 16,380 15,330 継続 継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

出産育児一時金 08-06-15 60,596 77,251 59,127 75,414 継続 継続

継続 継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

高額療養費 08-06-14 1,731,073 1,817,609 1,713,809 1,795,567 継続

11,264,629 継続 継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

療養費 08-06-13 164,230 165,267 157,986 158,379

7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

療養給付費 08-06-12 11,131,849 11,284,774 11,116,789

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

6年度



合　計 27,593,288 27,913,920 27,126,913 27,400,131

継続 継続
法定受託事務であるため、継続
して実施する。基礎年金事務費 08-06-30 68,924 83,204 19,722 22,143

　東京都広域連合の給付事業に
区が上乗せして支給しており、
継続して実施する。

歯科健康診査事業費 08-06-29 2,319 2,022 1,217 1,103 推進 推進

　後期高齢者の歯科健診は、口
腔機能を保ち、健康寿命の延伸
を図るために重要な事業である
ため、推進する。

重点的
に推進

　早期に疾病を発見するために
重要な事業であるため、重点的
に推進する。

葬祭事業費（後期高齢者） 08-06-28 114,389 106,890 109,981 101,379 継続 継続

推進 推進
　被保険者の健康増進事業であ
るため、推進する。

健康診査事業費（後期高齢
者）

08-06-27 210,168 211,332 209,433 210,413
重点的
に推進

脳ドック受診助成事業 （後
期高齢者）

08-06-26 1,925 2,754 1,925 2,754

　後期高齢者医療保険の財政運
営に係る重要な事業であるた
め、重点的に推進する。

広域連合分賦金等事業費 08-06-25 5,192,973 5,397,693 5,191,147 5,394,741 継続 継続
　法定事業であるため、継続し
て実施する。

推進
　後期高齢者医療保険の財政運
営に係る重要な事業であるた
め、推進する。

収納率向上対策事業費（後期
高齢者）

08-06-24 11,786 13,104 2,603 2,783
重点的
に推進

重点的
に推進

継続 継続
　法定事務であるため、継続し
て実施する。

収納管理費（後期高齢者） 08-06-23 17,765 21,860 9,170 11,539 推進

後期高齢者医療制度に係る事
務事業

08-06-22 93,326 146,247 51,453 95,241

6年度 7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等


